










地に行ってからとても大変な思いをしましたが，終わった後に振り返ると，そんな 9 の辛いことが １ の嬉し
いことで吹き飛ばされる気持ちです。準備から実習，感想などについて簡単に書いていこうと思います。
＜理由＞
　私が選択臨床実習で心臓血管外科でのドイツの実習に行きたいと思った理由は 3 つあり， １ つ目は循環器













の見学をさせてもらいました。 １ 日の流れは朝 7 :00くらいに病院に行き，病棟の処置を見学， 8 :00くらい
から １ 件目の手術，昼ごはんを食べて午後に 2 件目の手術の見学をするといった感じです。病院の手術室は

















具を持って行ってよかったです。天気はとても良く， １ か月の中で雨が降ったのが 2 日程度でした。近くに
広くて素敵な公園があり，平日の実習が終わった後に公園によって散歩したり，ベンチに座って一息ついた





























だと思います。 2 週目以降は １ つの手術を見学したら １ つは質問しようと努めました。
＜今後に向けて＞
　ドイツに留学して心臓血管外科の道の厳しさを知りました。心臓血管外科医は助手としては人手が足りな
いのですが，執刀医になれるのは１0人に １ 人もいないとのことです。執刀医になるにはもちろん自分の腕を
磨くことは大切ですが，それだけではなく運も必要だと聞きました。１0年程度は下積みが必要であり，かと
いって下積みしてもそれが報われるとは限らないという世界だと改めて感じました。それでも心臓血管外科
に進む先生は心臓血管外科が本当におもしろいと感じているのだと思い，私はそんな風に全力で取り組む医
師にあこがれています。私は循環器，特にダイナミックスがおもしろいと感じており，将来どの診療科に進
むかまだ分かりませんが，今回学んだこと，感じたことを生かしていきたいと思います。
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＜最後に＞
　他にも書きたいことは多く，病院でお世話になったドイツの方や日本人の先生方から本当に優しくしてい
ただいたことや，ストレス発散法を持っていることがいかに大切かということ，などありますがここでは省
略します。富大の後輩に向けてですが，他大学の友達に話を聞くと分かりますが，富山大学の臨床実習を海
外でできる環境は本当にめぐまれていると思います。学生として留学するのは医師として留学するより学べ
ることは少ないとは思いますが，働き始めてからはなかなか行くことができないのが現状だと思います。学
生でも多くのものを学び，感じることができると思います。少しでも興味がある人はぜひ，えいやっ，と留
学することをお勧めします。
　最後に今回Bad Oeynhausen心臓糖尿病センターで臨床実習をさせてもらうにあたりお世話になった第一
外科の芳村先生，深原先生，心臓糖尿病センターの先生方，医療スタッフの方，日本人の先生方，ペンショ
ンの方，金銭的な面で補助をしていただいた日本学生支援機構さん，富山大学附属病院とやま総合診療イノ
ベーションセンターさん，両親に深く御礼申し上げます。本当にありがとうございました。
